
南海トラフ
巨大地震に備えて

地方整備局は、国、消防、警察、自衛隊、海上保安庁、地方公共団体、医療機関などの関係機関が相互に
協力して迅速な応急対策、円滑な復旧活動を行うために、複数の道路管理者・河川管理者等の間における調
整により、以下の対策等に取り組みます。

「巨大地震・巨大津波の発生」

出典：平成 24 年 8 月 29 日内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）」から部分抽出

地震後、潮位により浸水する範囲（浸水分布）

南海トラフ巨大地震による巨大津波が、地震動により堤防が機能しなくなるとした場合、愛知県西部一帯は浸
水すると想定されています。

愛知県西部は浸水。
満潮時の津波

ケース①「駿河湾～紀伊半島沖」に大
すべり域を設定、堤防条件：堤防なし、
土堰堤なし
堤防（水門を含む）条件については、地
震発生から 3分後に、震度 6弱以上
となる可能性のある地域の堤防・水門
が機能しなくなる（堤防なし）条件とし
た。堤防のモデルとしては、メッシュ
の境界に堤防に相当する板を設定して
いる。なお、液状化現象に伴う堤防の
沈下等は考慮していない。

（満潮位相当（＝TP+1.27ｍ））

06南海トラフ巨大地震に備える 展 _　　 　　　　A1　［2j］

静岡版


